
ふふるるささととだだよよりり

五
年
ほ
ど
前
よ
り
同
期

会
を
夏
と
冬
の
二
回
開
催

が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

夏
は
チ
ョ
ッ
ト
早
目
の
軽

い
夕
食
を
取
り
な
が
ら
会
話
を
楽
し
み
、
さ

ら
に
続
け
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
。
冬
は
発

起
人
の
意
向
で
、
「
何
か
」
ひ
と
つ
楽
し
み

を
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
小
さ

な
美
術
館
に
出
向
く
。
ま
た
動
物
園
や
、
ベ

ビ
ー
リ
ー
フ
摘
み
等
で
騒
ぎ
な
が
ら
会
食
へ

と
続
く
。
昨
年
は
横
浜
で
「
赤
い
靴
バ
ス
」

に
乗
り
込
ん
で
み
た
。こ
の「
ワ
イ
ワ
イ
」「
が

や
が
や
」
の
会
に
名
前
を
つ
け
る
事
に
な
っ

た
。
昨
年
の
冬
の
会
で
命
名
者
が
鼻
を
「
ヒ

ク
ヒ
ク
」
さ
せ
な
が
ら
「
ド
ヤ
顔
で
」
由
来

を
話
し
て
い
た
が
、
さ
っ
ぱ
り
記
憶
に
残
っ

て
い
な
い
。
話
を
聞
い
た
の
で
簡
単
に
伝
え

て
み
た
い
。

名
前
は
「
エ
イ
・
ホ
ウ
会
」
と
言
う
。
年

齢
を
重
ね

て
も
「
エ

イ
！
」
と

気
合
を
入

れ
て
新
し

い
事
に
向

か
う
心
、

若
い
人
達

か
ら
の
提

案

に

も

「
ホ
ウ
」

と
感
心
す

る
心
の
余
裕
と
感
受
性
の
高
さ
を
保
っ
て
行

き
た
い
と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
漢

字
で
は
「
永
豊
会
」
と
な
る
。
出
来
る
だ
け

多
く
の
人
達
が
「
エ
イ
」
と
昔
の
村
高
の
輪

の
中
に
入
っ
て
き
て
欲
し
い
と
話
し
て
い

た
。ま

た
、
ゴ
ル

フ
好
き
が
集
ま

り
、
年
に
一
度

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
楽
し
ん
で
い

る
。
ゴ
ル
フ
の

会
に
も
「
一
六

会
」
と
名
前
が

付
い
て
い
る
。

村
上
の
「
ム
」（
六
）
と
「
ミ
」（
三
）
か
ら
「
ろ

く
さ
ん
会
」に
と
の
話
が
出
た
の
だ
が
、「
人

の
名
前
で
は
な
い
か
」、「
誰
も
（
ろ
く
）
と

付
く
人
は
居
な
い
」な
ど
の
反
対
が
出
る
と
、

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
二
十
回
生
ら
し
く

「
じ
ゃ
、
今
日
の
日
付
で
」
と
の
事
か
ら
第

一
回
が
九
月
十
六
日
だ
っ
た
の
で「
一
六
会
」

に
決
ま
っ
た
。単
純
な
ゴ
ル
フ
好
き
で
あ
る
。

エ
イ
ホ
ウ
会
も
一
六
会
も
関
東
支
部
の
幹

事
役
を
引
き
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
準
備
の
為
に
半
年
間
の
集
ま
り
を
重
ね

る
こ
と
で
会
の
「
核
」
が
で
き
て
楽
し
み
が

増
え
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
是
非
こ
れ
ら
の
会

に
参
加
し
て
、
チ
ョ
ッ
ト
高
校
時
代
を
思
い

出
す
こ
と
も
楽
し
い
は
ず
。
何
が
あ
っ
た
と

し
て
も
四
十
年
以
上
前
の
事
は
既
に
時
効
な

の
だ
か
ら
。
日
程
は
関
東
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
案
内
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
柏
市
在
住
）

村上高校同窓会関東支部諸先輩の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。日
頃は協会の活動にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。私は村高２８回生です。一昨年は
関東支部の総会にも参加させたいただきました。このたび寄稿の依頼を受け地元村上観光の情報
をお伝えします。
さて、村上市観光協会も市役所より自立して三年、村上市全体の新生観光協会として歩み始め
て二年が経ちました。山北地区から荒川地区まで、ようやくひとつの観光協会として動き出した
ところです。
皆さんの故郷村上は、多かった雪も解け暖かい春が訪れ、そして村上の名産村上茶新茶の季節
を迎えました。

観光協会では毎年、村上茶の普及を目的に「村上茶摘み体験」を実施しております。茶摘みを体
験した後は、摘みたての新芽を天ぷらにして茶そばや茶菓子をいただきます。また、村上茶の歴史
とおいしい淹れ方を学びながら日本茶インストラクターの淹れてくれる新茶をいただきます。そし
て最後に、いま淹れた新茶の茶殻も天ぷらにしていただいてしまうという村上ならではの体験が出
来ます。５月２５日には、神林地区のお幕場で大々的な茶会が開催されます。
そして７月７日は村上大祭です。観光協会では７日の朝、おしゃぎりが羽黒神社を出発するとこ
ろをゆっくり座って見ていただけるようにと、長井
町に二百席の桟敷席を作っています。

山北地区笹川流れでは、あの岩がきが食べられるようになり、ほど
なく海開きが行なわれ海水浴場の幕開けとなります。
８月３日・４日は荒川地区のあらかわ大祭が、８月１５日には朝日地
区の大須戸能薪能が行なわれます。
村上市全域でいろいろな催し、伝統行事が行なわれる季節となりま
す。
観光協会ではこのような行事や催しをひと目で分かるように、村上
市全域の観光ごよみを作成していますので、帰省の際にはご利用くだ
さい。
村上市が益々魅力あるまちになるよう私たちは観光による交流人口
を増やし、観光によるまちづくりに努めて参ります。先輩の皆様には
お友達、お知り合いを連れて何度でも帰省し、ふるさとを賑やかにし
ていただければ幸いです。

第
二
〇
回
生

同期
会

便り

村上市観光協会 専務理事・事務局長 澤 治（２８回）
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村上観光ごよみ 協会ＨＰからダウン
ロードできます

志
田

裕
（
２０
回
）

村 高

�村上観光ごよみ�

http : //www.murakou.com/～kanto/index.html

昨年のエイ・ホウ会 中華街
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